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大切なのは、「今自分が持っているもの」 

                                 上風連小学校長  菊 地 祐 一 

  

  ２学期が始まって、早いものでもう１ヶ月が過ぎました。朝晩の気温も低くなり、すっかり秋らしい季節 

になってきています。また、保護者の皆様には、夏の間中、プールの維持管理等で大変お世話になりました。

ありがとうございました。お陰様で今シーズンの水泳指導も無事終了することが出来ました。天候不順のため、

最後の水泳発表会が中止になってしまったことは残念ですが、子供たちはそれぞれ自分の目標に向かって、 

いっしょうけんめい練習に励みました。その成果はぜひ来年のお楽しみにして下さい。 

 

  さて、今月初めに大きなニュースが飛び込んできました。「２０２０年東京オリンピック開催決定！！」。

日曜日の早朝、日本中が歓喜した瞬間だったのではないでしょうか。私も前日の深夜から日本のプレゼンテ 

ーションを見ました。パラリンピック女子走り幅跳び代表の佐藤真海さんの感動的なスピーチや、ニュース 

キャスターの滝川クリステルさんの「お・も・て・な・し」など、どれもＩＯＣ委員の心を動かすには十分 

なスピーチでした。中でも佐藤真海さんのスピーチには多くの人が心を動かされたことでしょう。若い頃の 

病気による右膝下切断、絶望の中で見つけた陸上競技への情熱。そして、３月１１日に 

故郷を襲った大津波。６日間も家族の安否がわからない不安な日々。わずか１０年の間 

で、もの凄い経験をした佐藤さん。その佐藤さんのスピーチの中でこんな部分がありま 

した。「・・・私にとって大切なのは、私が持っているものであって、私が失ったもの 

ではないということを学びました。・・・」 大切なのは、今自分が持っているものを 

どうやって生かしていくのか、そしてそれらをどれだけ輝かせるかなのです。佐藤さん 

は右足を失いましたが、大切なのは失ったものではなく、今持っている両足（義足も含 

めて）なのです。そして、それをどうやって最大限に生かすことが出来るのかを考え、 

挑戦し続け、世界の舞台へと駆け上っていったのです。 

  子供たちにもこれからいろいろな苦難や障害が待ち受けていることでしょう。その時に、後ろを振り返る 

のではなく、今の自分をしっかりと見つめ、今持っている自分の力を信じて、困難に立ち向かっていってほ 

しいと思います。佐藤真海さんのように、どんな苦難にも負けない強い意志と自信を持って！ 

そして７年後。子供たちが１４歳～１９歳になったとき、東京で開催されるオリンピックに、もしかして 

上風連小学校の卒業生が・・・なんてことも夢ではありませんね。 

  とりあえず、子供たちは１０月のマラソン大会に向けて、毎日グラウンドを懸命に走っています。今持っ 

ている自分の力を信じて。 

 

一輪車の修理、どうもありがとうございました！ 
 上風連連合町内会役員の河嶋秀雄さん（南矢臼別町内会長）、畑中純雄さん（上南町内 

会長）に、一輪車のタイヤを直していただきました。ありがとうございます。 

上風連連合大運動会の打ち合わせでお二人が来校し、一輪車（通称「ねこ」）の話になっ 

た時に、自転車の「一輪車」のことも話題になり、修理していただくことになりました。 



 


